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���� 健健ややかかなな心心とと体体をを育育むむ教教育育のの充充実実��

目指すべき方向�

� � 健康で心豊かな人を育むため、学校体育やスポーツに親しみ、健康や体力の保持増進の基礎づくり
を進めます。また、運動部活動の活性化や適正化を促進し、発達段階に応じた基礎的な体力の向上に
努めます。学校給食を通して児童生徒への食に関する指導を充実するとともに、食の安全・安心・信
頼性の確保に努めます。�

�

目標�

①� 心と体を一体としてとらえた健康の保持増進と体力の向上を図り、保健安全及び食に関する指導
を学校の教育活動全体を通して行う。�

②� 生涯スポーツの基礎となる体力の向上を目ざした取組を充実させる。�
�

現状と課題�

� ○� 各学校における健康教育に対しての創意工夫した実践�
○� 新体力テスト・泳力調査結果の考察及び改善に向けた取組の実施�
○� 中学校は肥満改善傾向、小学校は男女とも肥満度が高い。体力・運動能力は徐々に向上傾向�
〇� 部活動加入率（� ����％� ）＊学校運動部（� ���� ）＊学校文化部（� ����� ）＊学校外活動（� ����� ）�

� �

めざす子供像�

○� 心身の健康について考えて行動できる児童生徒�
○� 生涯にわたって運動に慣れ親しむことのできる児童生徒�  

 

主 な 施 策�
〇小学校体育専科教員配置の活用・推進（赤道小）�
※休日部活動の段階的な地域展開に向けた取組�

〇スポーツ力向上促進事業�
〇部活動指導員配置事業� 人人
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*,*$ スクール構想
による新しい学びの
スタイルの実現�

�
�
�

教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�

�
�
�

地域と共にある学校�
�

１１�� 体体育育にに関関すするる指指導導（（体体力力向向上上））� ＊一校一運動・小中連携� の取組�
〇生涯にわたり運動やスポーツを豊かに実践し、現在及び将来の体力の向上を図る実践力の育�
成を目指し、自ら進んで運動に親しみ、心身を鍛える指導�

２２�� 安安全全にに関関すするる指指導導（（学学校校安安全全））��
〇生活安全、交通安全及び防災に関する指導や情報技術の進展に伴う事件・事故の防止�
また、非常時において、児童・生徒自ら適切に判断し、行動できるよう指導�

３３�� 食食育育にに関関すするる指指導導��
〇食育に関することを中心に健康についての知識を身に付け、必要な情報を自ら収集し、適切�
な意思決定や行動選択を行い、積極的に健康な生活を実践することができるようにする指導�

４４�� 心心身身のの健健康康のの保保持持増増進進にに関関すするる指指導導（（健健康康教教育育））��
＊薬物乱用防止集会・思春期教室・性教育等�
〇健康情報や性・薬物等に関する情報を正しく選択して適切に行動することができ、心身の成�
長発達に関して適切に理解し、行動することができるような指導�

５５�� 部部活活動動（（ススポポーーツツ少少年年団団含含むむ））等等� � ＊市スポーツ力向上促進事業�
〇毎年度「学校の運動部活動に係る活動方針」を策定し、生徒が参加しやすい実施形態等を工
夫するとともに、毎年度末に見直しを図る。�

〇学童期における社会体育活動（スポーツ少年団）の各競技指導者との連携を密に行い、学校
経営方針に沿った適切な活動の推進�

〇休養日や活動時間の設定による、短時間で合理的・効率的・効果的な指導�
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���� 生生徒徒指指導導のの充充実実��

目指すべき方向�

� � 基本的な生活習慣や態度を育て、自ら主体的に判断、行動し積極的に自己を生かしていくことがで
きる心豊かで明るく伸びやかな児童生徒の育成に努めます。�

�

目標�

①� 児童生徒が主体的に判断、行動し積極的に自己を生かしていくことができるよう、自己指導能力
の育成に努める。�

②� 児童生徒理解に基づいた生徒指導を適切な生徒指導・教育相談体制のもとで行い、教師と児童生
徒の信頼関係および児童生徒相互の好ましい人間関係を育てる。�

③� 生徒指導４つのポイントを生かした授業の充実、自己有用感を育てる学級経営，学年経営を充実
させ「学級・学習における居場所」「活躍の場」「絆」づくりを推進する。�

④� 家庭・地域との信頼関係を築き、共通した課題意識を基盤とした指導・支援の充実に努める。�
⑤� 児童生徒の実態把握に努め，いじめや不登校、その他問題行動等の未然防止を図る。�
�

現状と課題�

� ○� 不登校児童生徒の小学校児童の増加、中学校生徒の減少および要因の多様化�
○� 児童生徒間暴力やいじめ認知数の増加�
○� 616 を介した諸問題対応に苦慮している。�
○� 他部署との円滑な情報連携および行動連携が図られてきている。�

� �

めざす子供像�

○� 自分自身と仲間を大切にできる児童生徒�
○� 自分で考え、判断、行動し、問題解決ができる児童生徒�
○� 自分のよさや興味関心を生かし、自発的に学ぶことができる児童生徒�

�
 

主 な 施 策�

〇不登校・いじめ問題対策連絡協議会� � � � 〇いじめ問題対策審議会�
〇小中生徒指導主任・教育相談担当研修会（警察署との連携）�
〇児童生徒指導関連研修会� 〇不登校問題対策支援訪問（スクリーニングシート活用）�
〇県�市 66:U・校内自立支援員合同研修会（ＳＶ研修会含む）�
〇心理士による学校支援訪問（児童生徒の見取りからフィードバック）�
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・・
評評
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*,*$ スクール構想
による新しい学びの
スタイルの実現�

�
�
�

教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�

�
�
�

地域と共にある学校�

○生徒指導の４つのポイントを生かした授業の充実�
（「自己存在感」「共感的な人間関係」「自己決定の場」「安全・安心な風土の醸成」）�
○授業における基本事項・共通実践項目の徹底�
○全ての児童生徒に活躍する場を与える取組の推進�

○ガイダンスとカウンセリング機能の充実�
○「一人一人の居場所」「活躍の場」づくりを意識した経営の充実�
○アンケートや教育相談等での実態把握、早期発見・早期対応（いじめ防止）�

○支持的風土・互いに認め合い、支え合う風土の醸成を図る学校・学級経営�
○学びに向かう集団づくり（6(/ の実践）�
〇アセスメント調査の実施と活用�

○学校課題解決に向けた組織マネジメントを高める�
○生徒指導 3'&$サイクル×３を活用した指導体制の推進�

○学校・家庭・地域の連携の充実�
○中学校区生徒指導連絡協議会の機能化（情報連携・行動連携等）�
○関係機関（福祉面）とのサポートチーム体制の構築と推進�
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９９�� 特特別別活活動動のの充充実実��

目指すべき方向�

� � 自ら学び考え、自らを律しつつ他者と協働できる豊かな人間性・社会性の育成を図る特別活動の充
実に努めます。�

�

目標�

①� 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動で必要となることを理解し、行動の仕方を身
に付ける。�

②� 集団や自己の生活、人間関係の課題を解決するために、合意形成を図ったり、意思決定ができるよ
うにする。�

③� 身に付けたことを生かし、自己（人間として）の生き方についての考え（自覚）を深め、自己実現
を図ろうとする態度を養う。�

�

現状と課題�

� ○� 集団活動や学校行事の工夫、児童会・生徒会活動の活性化を図っている。�
○� 小学校では、集会活動や係活動を通して友達と一緒に活動する楽しさを味わわせている。�
○� 中学校では、キャリア教育と関連させながら自治的活動が行われ、生徒の社会性、自立性の向上を
図っている。�

〇� 集団や自己の生活上の課題を解決するために、話し合い、合意形成を図ったり、意思決定する活動�
に課題がある。�

めざすこども像�

〇互いに協力し合って望ましい人間関係を築ける児童生徒�
〇自分のよさや可能性を学校生活の中で、積極的に生かすことができる児童生徒�
〇体験活動等を通して、自分の将来について考え、生かすことができる児童生徒 
 

主 な 施 策�
〇全体計画及び年間指導計画を基にした特別活動の充実に向けた支援�
〇「うるま市中学生フォーラム」の開催�
〇児童会・生徒会担当者研修会�
〇学習過程を踏まえた授業展開を図る研修会の実施�

人人
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にに
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るる
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・・
勇勇
気気
づづ
けけ
のの
ボボ
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スス
シシ
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・・
評評
価価
改改
善善�

*,*$ スクール構想に
よる新しい学びのス
タイルの実現�
�
�
教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�
�
�
地域と共にある学校�

○学習過程を踏まえた話合い活動の授業スタイル確立（合意形成・意思決定）�
○学級活動サイクル（3'&$）に取組み、主体的な態度を育む。�
○生徒指導の４つのポイントを生かした授業改善�
○係活動や児童会・生徒会活動等を通した望ましい人間関係の構築�
〇学校行事やクラブ活動（小）での異年齢の児童生徒の交流を通して、個性の伸長を図りな�
がら、資質・能力の育成を目指す。�

○特別活動の教育的意義理解と、学校全体での組織的な推進�
○育てたい資質・能力を明確にした、具体的・実践的な全体計画の作成�
○道徳教育・生徒指導の重点化などを踏まえた指導内容の重点化を図る�
○学級活動と児童会・生徒会活動との連動�
○「キャリア・パスポート」の効果的な活用�
○児童生徒理解（行動観察・アセス等の活用）による早めの指導・支援体制の構築�
○教師の意図的、計画的な指導とこどもの主体的な活動による支持的風土をつくる学校・学
級経営の充実（ガイダンスとカウンセリング）�

○児童生徒と共に話し合い、決定した学級目標の設定（教室掲示用）��
〇魅力ある学校づくりの柱として、「汎用的な力」を育成し、社会に貢献する喜びを得られ�
る児童生徒の自主的・実践的な集団活動の充実を図る。�

○学校課題解決に向けた組織マネジメント機能の向上�
○学級・学年経営や学級活動に関する校内研修や2-7 の実施�
○年間を見通した年度初めの学年・学級開きの強化�
○自然や伝統・文化とのふれあいや地域の人々との幅広い交流��
○地域人材・物的資源の効果的な活用�
○研究授業（ブロック）等を活用して、小中や小小連携を推進する。（学校間の交流等）�
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９９�� 特特別別活活動動のの充充実実��

目指すべき方向�

� � 自ら学び考え、自らを律しつつ他者と協働できる豊かな人間性・社会性の育成を図る特別活動の充
実に努めます。�

�

目標�

①� 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動で必要となることを理解し、行動の仕方を身
に付ける。�

②� 集団や自己の生活、人間関係の課題を解決するために、合意形成を図ったり、意思決定ができるよ
うにする。�

③� 身に付けたことを生かし、自己（人間として）の生き方についての考え（自覚）を深め、自己実現
を図ろうとする態度を養う。�

�

現状と課題�

� ○� 集団活動や学校行事の工夫、児童会・生徒会活動の活性化を図っている。�
○� 小学校では、集会活動や係活動を通して友達と一緒に活動する楽しさを味わわせている。�
○� 中学校では、キャリア教育と関連させながら自治的活動が行われ、生徒の社会性、自立性の向上を
図っている。�

〇� 集団や自己の生活上の課題を解決するために、話し合い、合意形成を図ったり、意思決定する活動�
に課題がある。�

めざすこども像�

〇互いに協力し合って望ましい人間関係を築ける児童生徒�
〇自分のよさや可能性を学校生活の中で、積極的に生かすことができる児童生徒�
〇体験活動等を通して、自分の将来について考え、生かすことができる児童生徒 
 

主 な 施 策�
〇全体計画及び年間指導計画を基にした特別活動の充実に向けた支援�
〇「うるま市中学生フォーラム」の開催�
〇児童会・生徒会担当者研修会�
〇学習過程を踏まえた授業展開を図る研修会の実施�
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」」
・・
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気気
づづ
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のの
ボボ
イイ
スス
シシ
ャャ
ワワ
ーー
・・
評評
価価
改改
善善�

*,*$ スクール構想に
よる新しい学びのス
タイルの実現�
�
�
教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�
�
�
地域と共にある学校�

○学習過程を踏まえた話合い活動の授業スタイル確立（合意形成・意思決定）�
○学級活動サイクル（3'&$）に取組み、主体的な態度を育む。�
○生徒指導の４つのポイントを生かした授業改善�
○係活動や児童会・生徒会活動等を通した望ましい人間関係の構築�
〇学校行事やクラブ活動（小）での異年齢の児童生徒の交流を通して、個性の伸長を図りな�
がら、資質・能力の育成を目指す。�

○特別活動の教育的意義理解と、学校全体での組織的な推進�
○育てたい資質・能力を明確にした、具体的・実践的な全体計画の作成�
○道徳教育・生徒指導の重点化などを踏まえた指導内容の重点化を図る�
○学級活動と児童会・生徒会活動との連動�
○「キャリア・パスポート」の効果的な活用�
○児童生徒理解（行動観察・アセス等の活用）による早めの指導・支援体制の構築�
○教師の意図的、計画的な指導とこどもの主体的な活動による支持的風土をつくる学校・学
級経営の充実（ガイダンスとカウンセリング）�

○児童生徒と共に話し合い、決定した学級目標の設定（教室掲示用）��
〇魅力ある学校づくりの柱として、「汎用的な力」を育成し、社会に貢献する喜びを得られ�
る児童生徒の自主的・実践的な集団活動の充実を図る。�

○学校課題解決に向けた組織マネジメント機能の向上�
○学級・学年経営や学級活動に関する校内研修や2-7 の実施�
○年間を見通した年度初めの学年・学級開きの強化�
○自然や伝統・文化とのふれあいや地域の人々との幅広い交流��
○地域人材・物的資源の効果的な活用�
○研究授業（ブロック）等を活用して、小中や小小連携を推進する。（学校間の交流等）�

 

１１００�� 特特別別支支援援教教育育のの充充実実��

目指すべき方向�

� � 障がいのある児童生徒が自立し、社会参加するための基盤を培う教育の充実に努めます�
�

目標�

①� 障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、一
人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は、克服する
ための適切な指導や必要な支援を行う�

②� 特別支援教育に関する校内教育支援委員会等の設置や特別支援教育コーディネーターを中心とし
た支援体制の構築と、全職員が一体となった組織的な取組を推進する�

�

現状と課題�

� ○� 特別支援学級 ��� 学級、言語通級指導教室 �学級、発達障害通級指導教室 �学級�
○� 特別支援教育コーディネーターを中心とした校内教育支援委員会を機能的に活用し、校内体制の
充実に努めている�

� �

めざすこども像�

○� 自己の自立や社会参加に向けて持てる力を発揮できる児童生徒�
○� 正しい障がい理解、自己理解、他者理解を深める児童生徒� �
�

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主 な 施 策�

〇うるま市教育支援委員会� 〇うるま市特別支援学級担任等合同研修会� 〇教育支援担当者会�
〇特別支援教育アドバイザーによる巡回相談� 〇言語聴覚士による訓練�相談�
〇特別支援教育支援員・医療的ケア看護職員の配置及び研修会の実施�
〇うるま市特別支援教育研究会、中頭難聴・言語障害研究会との連携�
〇関係機関との連携した取組の実施（うるま市教福連携プロジェクト）�
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*,*$ スクール
構想による新し
い学びのスタイ
ルの実現�

�
�
�
�

教職員が協働し
て学びの質を高
める授業改善・
学校改善�

�
�
�
�

地域と共にある
学校�

個個々々のの特特性性にに応応じじたた指指導導のの充充実実��
〇校内教育支援委員会において個の実態の把握と支援方法の検討�
○生活や学習上の困難さに関する実態把握を行い、効果的な ,&7 活用、担任による継続した個別指導の
実践（8'及び8'/の視点に立った授業づくり）�

〇生徒指導 �つのポイントを活かした授業の実践�
〇児童生徒の障がいの特性に応じた「自立活動」の充実�

児児童童生生徒徒のの実実態態把把握握にに基基づづくく組組織織的的・・計計画画的的なな取取組組��
○個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成、活用、見直し、保幼こ・小・中学校間の確実な引継ぎ�
○教育相談や生徒指導と連携したチームとしての対応の充実（共通理解・共通実践）�
○校内研修や2-7 を通した特別な支援を必要とする児童生徒への指導方法や指導上の留意点等について
の理解深化、専門性の向上�

児児童童生生徒徒理理解解にに基基づづくく学学校校・・学学級級経経営営�� ～～全全ててのの子子がが過過ごごししややすすいい学学校校・・学学級級～～��
○特別支援学級の弾力的な運用、恒常的な体験入学等の実施�
○確かな児童生徒理解（行動観察、心理検査・アセス等の活用、保護者との連携）�
○支持的な風土をつくる学校、学級経営（6(/、特別活動の充実）�
○合理的配慮（教育的ニーズに応じた指導）の適切な提供�
○特別支援教育支援員や医療的ケア看護職員の効果的な活用�
カカリリキキュュララムムママネネジジメメンントトのの視視点点にに基基づづくく校校内内支支援援体体制制のの構構築築��
○校長のリーダーシップのもと、学校経営計画に基本方針を示し、全教職員が協力し、組織的、計画的な
支援を推進（個別の指導計画の活用・評価・引継ぎ）�

○個に応じた教育課程の編成�
○校内教育支援委員会の機能化に努め、丁寧な教育相談や就学支援を継続的に実施�
○特別支援教育コーディネーター�→� 全職員協働体制�→� 校内研修�

切切れれ目目ののなないい支支援援のの充充実実��
○交流及び共同学習の充実�
○保幼こ・小・中やうるま市教育支援委員会、教育相談員、臨床心理士、作業療法士、言語聴覚士・うる
まこどもステーション等と連携した取組の推進�

○トライアングルプロジェクト（教育・福祉・家庭の一層の連携）の推進�
○特別支援学校のセンター的役割としての活用�
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１１１１�� 安安全全教教育育・・防防災災教教育育のの充充実実��

目指すべき方向�

� � 自他の生命尊重を基盤として、自ら安全に行動し、安全な社会づくりに貢献できる資質や能力を育
成するとともに、児童生徒の安全確保に努めます。�

�

目標�

①� 児童生徒が、安全で安心して学校生活を過ごせるような環境づくりに努める。�
②� 学校安全計画、危機管理マニュアル等を活用した安全指導の充実に努める。�
③� 児童生徒が、登下校を含め地域で安心して生活できるように、家庭や地域社会、関係機関・団体と
連携した取組を推進する。�

�

現状と課題�

� ○� 登下校時、道路を横断する際に起きた自動車との接触事故（�� 件）�
○� ふざけ合い等の中で起きたケガ（�� 件）�
○� 学校等からの不審者情報（��件）�

� �

めざす子供像�

○� 安全に行動するために決まりを守ることができる児童生徒�
○� 自分や他人の生命を尊重し、大切にできる児童生徒�
○� 危険を予測して、正しい判断、行動ができる児童生徒��

 

主 な 施 策� 〇交通安全教室� 〇学校安全担当者会� 〇通学路安全点検（学校教育課・学校など）�
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評評
価価
改改
善善�

*,*$ スクール構想
による新しい学びの
スタイルの実現�

�
�
�

教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�

�
�
�

地域と共にある学校�

○学校安全計画の作成と活用（定期的、日常的な点検、情報の収集）�
○児童生徒による地域安全マップの作成を通した危機回避能力の育成�
○児童生徒の安全に対する意識の高揚を図る取組の推進�

○安全点検表等による定期的、臨時的、日常的な安全点検の徹底�
○避難訓練、校内研修、各教科における「危機管理マニュアル」の効果的活用�

○防犯・防災訓練、交通安全教室による児童生徒の危機回避能力の育成�
○児童生徒が安心して学べる場となるような校舎内外の学習環境の整備・充実�
○危険箇所への早期対応と安全対策の表示等の徹底�

○各校の実情に応じた独自の「危機管理マニュアル」の作成�
○円滑な安全教育、安全管理のための学校安全体制の構築�

○保護者及び地域、関係機関等と連携した学校安全教育の充実�
○不審者情報の発信や注意喚起、地域巡回の実施�
〇通学路安全点検の実施と危険箇所についての安全マップ作成�
〇市教委、警察署、道路管理者と連携した危険箇所の改善�
〇保護者、地域関係者を含む「危機管理マニュアル検討委員会」の設置�

- 44 -



学
校
教
育

１１１１�� 安安全全教教育育・・防防災災教教育育のの充充実実��

目指すべき方向�

� � 自他の生命尊重を基盤として、自ら安全に行動し、安全な社会づくりに貢献できる資質や能力を育
成するとともに、児童生徒の安全確保に努めます。�

�

目標�

①� 児童生徒が、安全で安心して学校生活を過ごせるような環境づくりに努める。�
②� 学校安全計画、危機管理マニュアル等を活用した安全指導の充実に努める。�
③� 児童生徒が、登下校を含め地域で安心して生活できるように、家庭や地域社会、関係機関・団体と
連携した取組を推進する。�

�

現状と課題�

� ○� 登下校時、道路を横断する際に起きた自動車との接触事故（�� 件）�
○� ふざけ合い等の中で起きたケガ（�� 件）�
○� 学校等からの不審者情報（��件）�

� �

めざす子供像�

○� 安全に行動するために決まりを守ることができる児童生徒�
○� 自分や他人の生命を尊重し、大切にできる児童生徒�
○� 危険を予測して、正しい判断、行動ができる児童生徒��

 

主 な 施 策� 〇交通安全教室� 〇学校安全担当者会� 〇通学路安全点検（学校教育課・学校など）�
人人
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善善�

*,*$ スクール構想
による新しい学びの
スタイルの実現�

�
�
�

教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�

�
�
�

地域と共にある学校�

○学校安全計画の作成と活用（定期的、日常的な点検、情報の収集）�
○児童生徒による地域安全マップの作成を通した危機回避能力の育成�
○児童生徒の安全に対する意識の高揚を図る取組の推進�

○安全点検表等による定期的、臨時的、日常的な安全点検の徹底�
○避難訓練、校内研修、各教科における「危機管理マニュアル」の効果的活用�

○防犯・防災訓練、交通安全教室による児童生徒の危機回避能力の育成�
○児童生徒が安心して学べる場となるような校舎内外の学習環境の整備・充実�
○危険箇所への早期対応と安全対策の表示等の徹底�

○各校の実情に応じた独自の「危機管理マニュアル」の作成�
○円滑な安全教育、安全管理のための学校安全体制の構築�

○保護者及び地域、関係機関等と連携した学校安全教育の充実�
○不審者情報の発信や注意喚起、地域巡回の実施�
〇通学路安全点検の実施と危険箇所についての安全マップ作成�
〇市教委、警察署、道路管理者と連携した危険箇所の改善�
〇保護者、地域関係者を含む「危機管理マニュアル検討委員会」の設置�

１１２２�� 人人権権教教育育のの充充実実��

目指すべき方向�

教育活動全体を通し、人権の意義や重要性を理解させ、自他ともに大切にする心を育成するため、
人権教育の充実に努めます。�

�

目標�

①児童生徒が発達段階に応じ、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある�
存在として尊重していくことができるようになり、様々な場面等で具体的な態度や行動に現れる�
ようにする。�

②日常的なかかわりの中で、教職員と児童生徒間の信頼関係づくり、児童生徒相互の人間関係づく�
りに努め、共生の心を育てる。�

現状と課題�

○各学校において「人権を考える日」を設定している。�
○人権に関する授業の実践を行っている。�
○社会性の未熟さから、人間関係を調整する能力に課題がある児童生徒がおり、いじめや対人トラブ
ルが生じている。�

めざすこども像�

○多様な他者との「違い」を豊かにとらえることができる児童生徒。�
〇自分の大切さや他の人の大切さが認められていることを実感できる児童生徒�
○自分の人権を守り、他の人の人権を守るための実践的な行動ができる児童生徒�
�

主 な 施 策�

○児童生徒の学校生活や日常生活における様々な困難や悩みに対して、必要な支援が受け
られるよう、関係機関と連絡を密にする。�

〇「人権を考える日」の設定及び「生徒指導提要」、「沖縄県性の多様性尊重宣言」、「人
権教育の指導方法等の在り方について」の活用等、人権感覚を身に付ける取組の充実を
支援する。�

〇コミュニケーションの能力の向上を図るため、6(/ や特別活動の充実のための研修を実
施する。�

〇人権擁護委員を活用した「人権教室」の計画的な実施を支援する。�
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*,*$ スクール構想に
よる新しい学びのス
タイルの実現�
�
�
教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�
�
�
地域と共にある学校�

〇各教科等において、互いの考えや気持ちを適切かつ豊かに表現し、理解する活動を積極�
的に行い、コミュニケーション能力を育む。�

〇人権感覚を身につけるため、学校生活全体で自他が認められ大切にされていることを実
感できるよう教育活動の充実を図る。�

〇「信頼される教職員をめざして」等の資料を活用した人権教育に関する校内研修等で、人�
権感覚と人権に関する理解を深め、全職員体制で組織的・計画的な指導に努める。�

〇児童生徒や教職員の人権意識を高めるため「人権を考える日」を位置づけ、児童生徒の実�
態や課題に応じた指導計画を作成するとともに、指導方法を工夫する。�

〇自己効力感、自己有用感を感じ、自尊感情の高まりが得られる学級経営を目指し、自�
他を大切にする心情を養う。�

〇自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重して�
いくことができるよう支持的風土の醸成に努める。��

〇各学期や年度ごとに活動の点検・評価を行い、指導の改善に生かすことで、人権教育の充��
実を図る。�

〇家庭や地域、関係機関と連携し、講話やボランティア活動、社会体験活動、高齢者や障��
がい者等との交流など、豊かな体験の機会の充実を図り、指導の工夫・改善に努める。�
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１１３３�� 平平和和教教育育のの充充実実��

目指すべき方向�

平和教育の充実に努め、生命の尊重や個人の尊厳を基盤に「思いやりの心」や「寛容」、「相互理解」
など豊かな心や平和を希求する心を育みます。�

�

目標�

①平和で持続可能な社会の形成者となるため、生命の尊重と個人の尊厳を基盤に、思いやりの心や
寛容の心を育む。�

②自国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度の育成及び
次世代に継承していこうとする態度を育成する。�

�

現状と課題�

〇地域状況や発達段階に応じた平和学習が展開されている。�
○体験的な活動を実施している。�
○教育活動全体で取り組む必要がある。�
〇戦争体験者の高齢化により、語り手が減少している。�

� �

めざすこども像�

○「違い」への寛容な態度と「平等」の感覚を身に付けた児童生徒。�
○� 異なる意見や文化を理解し、よりよい人間関係を構築できる児童生徒。�

�

主 な 施 策�

〇沖縄県及びうるま市内の地域教材及び人材活用の充実を支援する。�
（「慰霊の日」、「海から豚がやってきた」、「沖縄本土復帰」等に関連する資料の提
供と活用方法等の周知）。�

○うるま市教育委員会ポータルサイトを内に平和教育に関するコンテンツを示し、平和学
習の充実を支援する。�

〇戦争体験者の高齢化により語り手が減少する中、教職員の初任者研修等において平和教
育を位置付け、教師の指導力の向上を図るとともに、研鑽を深める。�
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*,*$ スクール構想に
よる新しい学びのス
タイルの実現�
�
�
教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�
�
�
地域と共にある学校�

〇児童生徒が「問い」を持って平和について主体的に考えることができる平和教育を推進
する�

〇平和学習ポータルサイトを活用し、地域の戦跡や�資料館、証言等の文献などを調べたり、
実地調査を行ったりする等、体験的な学習を行う。�

〇沖縄県の歴史的特性に基づき、沖縄戦の実装や教訓を継承し、平和の大切さを自ら発信
し、平和を構築できる児童生徒の育成に努める。�

〇学校教育全体を通じ、平和に対する多様な考え方や異なる文化を理解する態度を育成す
るため、指導方法の工夫・改善を図る。�

〇平和教育の指導の在り方について研修の機会を持ち、教職員間で共通理解を図る。�
〇「慰霊の日」などに関する授業の充実を図るため、平和教育月間等を設け、平和教育を推�
進する。�

〇児童生徒の発達の段階に応じた平和教育を教育活動全体を通して推進する�
〇小学校では、栽培活動等の体験的学習を通して、生命を慈しみ大切にする心を育て、友達
との遊びやふれあいの中から、思いやりの心、寛容の心を育成するよう努める。�

〇中学校では、生命の尊重や個人の尊厳、国際社会の平和に関する具体的な認識と、紛争問
題への総合的な把握力、探求能力を育てるよう努める�

〇校内に推進組織を位置付けるなど全職員による指導体制の確立に努める�
〇各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動の目標や内容との関連を
明確にしながら、各教科等の年間指導計画に位置付ける�

〇活動の点検・評価を行い、指導の改善に生かす。�

〇体験的な学習や地域人材の活用など指導方法の工夫・改善を図る。��
〇郷土の歴史を教材化し、その中で平和の尊さを指導する。�
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１１３３�� 平平和和教教育育のの充充実実��

目指すべき方向�

平和教育の充実に努め、生命の尊重や個人の尊厳を基盤に「思いやりの心」や「寛容」、「相互理解」
など豊かな心や平和を希求する心を育みます。�

�

目標�

①平和で持続可能な社会の形成者となるため、生命の尊重と個人の尊厳を基盤に、思いやりの心や
寛容の心を育む。�

②自国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度の育成及び
次世代に継承していこうとする態度を育成する。�

�

現状と課題�

〇地域状況や発達段階に応じた平和学習が展開されている。�
○体験的な活動を実施している。�
○教育活動全体で取り組む必要がある。�
〇戦争体験者の高齢化により、語り手が減少している。�

� �

めざすこども像�

○「違い」への寛容な態度と「平等」の感覚を身に付けた児童生徒。�
○� 異なる意見や文化を理解し、よりよい人間関係を構築できる児童生徒。�

�

主 な 施 策�

〇沖縄県及びうるま市内の地域教材及び人材活用の充実を支援する。�
（「慰霊の日」、「海から豚がやってきた」、「沖縄本土復帰」等に関連する資料の提
供と活用方法等の周知）。�

○うるま市教育委員会ポータルサイトを内に平和教育に関するコンテンツを示し、平和学
習の充実を支援する。�

〇戦争体験者の高齢化により語り手が減少する中、教職員の初任者研修等において平和教
育を位置付け、教師の指導力の向上を図るとともに、研鑽を深める。�
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*,*$ スクール構想に
よる新しい学びのス
タイルの実現�
�
�
教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�
�
�
地域と共にある学校�

〇児童生徒が「問い」を持って平和について主体的に考えることができる平和教育を推進
する�

〇平和学習ポータルサイトを活用し、地域の戦跡や�資料館、証言等の文献などを調べたり、
実地調査を行ったりする等、体験的な学習を行う。�

〇沖縄県の歴史的特性に基づき、沖縄戦の実装や教訓を継承し、平和の大切さを自ら発信
し、平和を構築できる児童生徒の育成に努める。�

〇学校教育全体を通じ、平和に対する多様な考え方や異なる文化を理解する態度を育成す
るため、指導方法の工夫・改善を図る。�

〇平和教育の指導の在り方について研修の機会を持ち、教職員間で共通理解を図る。�
〇「慰霊の日」などに関する授業の充実を図るため、平和教育月間等を設け、平和教育を推�
進する。�

〇児童生徒の発達の段階に応じた平和教育を教育活動全体を通して推進する�
〇小学校では、栽培活動等の体験的学習を通して、生命を慈しみ大切にする心を育て、友達
との遊びやふれあいの中から、思いやりの心、寛容の心を育成するよう努める。�

〇中学校では、生命の尊重や個人の尊厳、国際社会の平和に関する具体的な認識と、紛争問
題への総合的な把握力、探求能力を育てるよう努める�

〇校内に推進組織を位置付けるなど全職員による指導体制の確立に努める�
〇各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動の目標や内容との関連を
明確にしながら、各教科等の年間指導計画に位置付ける�

〇活動の点検・評価を行い、指導の改善に生かす。�

〇体験的な学習や地域人材の活用など指導方法の工夫・改善を図る。��
〇郷土の歴史を教材化し、その中で平和の尊さを指導する。�

 

１１４４�� 国国際際理理解解教教育育・・外外国国語語教教育育のの充充実実��

目指すべき方向�

� � 国際理解教育・外国語教育の充実を図るとともに、児童生徒の国際交流事業を計画・実施し、国際
社会の中で活躍できる人材の育成に努めます。�

�

目標�

①� 広い視野を持ち、郷土を愛し、異なる文化を持った人々と共に協調していく資質や能力をもつ人
材を育成する。�

②� 小学校段階からの国際理解教育を図り、あわせてコミュニケーションの手段として外国語�英語�
に慣れ親しませ、中学校外国語�英語�教育との円滑な接続と学びの連続性を踏まえた外国語�英
語�によるコミュニケーション能力を育成する。�

� �

現状と課題�

� ○� 小学校第３・４学年の外国語活動、第５・６学年の外国語科の授業において担任と$/7�外国語指
導助手�が 7・7による授業を実施�

○� 令和 �年度英語検定合格者数名【合格率 ����％（�������）、前年度 �����（���������】�
�

めざすこども像�

○� 広い視野を持ち，異なる文化を理解し、郷土を誇れる児童生徒�
○� 英語でコミュニケーションを図れる児童生徒�

 

主 な 施 策�
〇$/7（外国語指導助手）配置�
〇中学校英語スキットコンペティション、まちなか留学�
〇市英語等検定料補助金交付事業�実用英語技能検定�英検�の受検費用補助��
〇イングリッシュキャンプ（小学 ��� 年対象）� 人人
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*,*$ スクール構想に
よる新しい学びの�
スタイルの実現�

�
�

教職員が協働して学
びの質を高める授業
改善・学校改善�

�
�

地域と共にある学校�

〇単元を見通した資質・能力を育む授業改善・校内研究�
〇生徒指導の４つのポイントを生かした授業� �
○よさや進捗状況の積極的評価�
〇語彙数の増加に伴う、より多くの語に触れる機会の提供�

〇調査分析に基づく児童・生徒の実態認識を共有� �
〇「話すこと（やりとり）」領域を踏まえた言語活動の継続的指導�
○言語活動を通した、新しい文法事項の導入�
○視点・観点をそろえた評価の実施�
〇$/7とのチーム・ティーチングの充実によるコミュニケーション能力の育成�
〇英語検定等の技能試験に向けての指導�
〇世界とつなぐオンライン学習・国際交流プラットホーム「:RUOG�&ODVVURRP」
の試験導入�
〇小学校での指導を踏まえ、中学校において５つの領域の言語活動を通した、英
語によるコミュニケーション能力の育成�

〇諸学力調査の結果分析に基づくカリキュラムマネジメントを意識した授業改善�
〇授業と家庭学習を結ぶ往還的な学習サイクルの確立・学びを生かすテスト改善�
〇小学校外国語担当と中学校英語科との連携�
〇国際理解教育の充実（郷土の自然・歴史・文化や生活習慣などの紹介）�
〇地域人材等を活用した、異文化交流、異文化体験、英会話の体験等、学習した
ことのアウトプットの機会の提供�

- 47 -































【4月】

令和７年度新規採用職員辞令交付式

初任者研修に係る指導教員等連絡協議会①

（小学校：午前、中学校：午後）

教育相談員等連絡協議会① 医療的ケア実施校　教頭・養護教諭・看護師研修会①【県】

スクールカウンセラー連絡協議会①

学推企画委員会①（午前） 学校運営アドバイザー連絡協議会①【義】

児童生徒支援加配連絡会①（午後）

県立学校始業式、入学式

教育事務所特別支援教育担当者会議【県】（オ）

中堅教諭等資質向上研修担当連絡協議会①【義】（オ）

小学校英語専科FT及び指導主事補連絡協議会① 教育事務所等キャリア教育担当主事連絡協議会①【義】（オ）

沖縄県社会教育主事専門講座①【生】（オ）

初任者研修① 授業改善推進教師（授業改善アドバイザー）研修会①【義】

新規採用・臨時任用事務職員等研修会① 教育事務所生徒指導担当指導主事会①【義】

学校安全担当指導主事等連絡会議①【保】（午前）

新任教務主任研修会 市町村教育委員会学校支援連絡協議会①【義】（オ）

資質・能力向上推進訪問校等打合せ会（オ） 教育事務所等外国語教育担当指導主事連絡協議会①【義】（オ）

教職員評価システム評価者研修Ⅰ（校長）【人】

第１回人事担当者会議【人】

沖縄県公立学校働き方改革推進本部に係る作業部会①【働】

中頭地区授業改善リーダー研修会 教育事務所等幼児教育担当者連絡協議会①【義】（オ）

初任者研修に係る校長等連絡協議会（オ） 公立小学校、中学校新任特別支援学級等担当教員研修会①【県】（～30日：デ）

教育事務所等国語担当指導主事連絡協議会①【義】

令和7年度教科用図書選定審議会①【義】

教職員評価システム評価者研修会Ⅱ（新任校長・新任教頭） 沖縄県小・中学校長会教育長表敬訪問

教育事務所指導班長等会議①【義】

県立高等学校入学者選抜学力検査結果分析説明会【県】（デ）

生涯学習・社会教育行政連絡会【生】

学校事務コーディネーター会議① 沖縄県指導主事等連絡協議会①【全県】

沖縄県指導主事等連絡協議会①【全県】

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」

令和７年度うるま市教育委員会事業計画 【5月】
日 うるま市教育委員会 中頭教育事務所 県教育庁（７課＋センター）

木 木 木

応急手当オンライン授業（中学校）③（うるま市消防）

金 金 金

土 土 土

日 日 日

月 月 月

火 火 火

水 中学生フォーラム　生徒会① 水 水

木 第１回 学推担当者研修会（15:15～西３階） 木 木

金 学校訪問（当初訪問：伊波小） 金 金

情報担当者研修会①

教育支援担当者会（未就学）東棟大講堂

土 土 土

日 日 日

月 第１回 研究主任研修会（15:15～西３階） 月 月

火 教職員評価システム校長面談（当初）① 火 火

09：00-12：00庁議　14：00-17：00教育委員会議

水 教職員評価システム校長面談（当初）② 水 水

※都市校長会

木 教職員評価システム校長面談（当初）③ 木 木

※都市校長会

金 学校訪問（当初訪問：与勝中） 金 金

特別支援学級担任研修会（難聴・言語、通級言語）

※都市校長会

土 土 土

日 日 日

月 学校訪問（当初訪問：勝連） 月 月

教職員評価システム校長面談（予備）

火 キャリア教育担当者研修会① 火 火

教職員評価システム校長面談（当初）④

水 市定例教頭会②（9:00あまわりパーク） 水 水

租税教育推進協議会

第１回うるま市ファシリテーション研修①（15：00あまわりパーク）

木 市定例校長会② 木 木

うるま市学力向上推進協議会総会

金 学校訪問（当初訪問：津堅小中学校） 金 金

教職員評価システム校長面談（予備）

土 土 土

日 日 日

月 月 月

火 学校訪問（当初訪問：高江洲中） 火 火

水 水 水

木 学校訪問（当初訪問：川崎小） 木 木

金 学校訪問（当初訪問：天願小） 金 金

SSW・校内自立支援員研修会③（15:00～）

土 土 土
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令和７年度うるま市教育委員会事業計画 【5月】
日 うるま市教育委員会 中頭教育事務所 県教育庁（７課＋センター）

木 木 木

応急手当オンライン授業（中学校）③（うるま市消防）

金 金 金

土 土 土

日 日 日

月 月 月

火 火 火

水 中学生フォーラム　生徒会① 水 水

木 第１回 学推担当者研修会（15:15～西３階） 木 木

金 学校訪問（当初訪問：伊波小） 金 金

情報担当者研修会①

教育支援担当者会（未就学）東棟大講堂

土 土 土

日 日 日

月 第１回 研究主任研修会（15:15～西３階） 月 月

火 教職員評価システム校長面談（当初）① 火 火

09：00-12：00庁議　14：00-17：00教育委員会議

水 教職員評価システム校長面談（当初）② 水 水

※都市校長会

木 教職員評価システム校長面談（当初）③ 木 木

※都市校長会

金 学校訪問（当初訪問：与勝中） 金 金

特別支援学級担任研修会（難聴・言語、通級言語）

※都市校長会

土 土 土

日 日 日

月 学校訪問（当初訪問：勝連） 月 月

教職員評価システム校長面談（予備）

火 キャリア教育担当者研修会① 火 火

教職員評価システム校長面談（当初）④

水 市定例教頭会②（9:00あまわりパーク） 水 水

租税教育推進協議会

第１回うるま市ファシリテーション研修①（15：00あまわりパーク）

木 市定例校長会② 木 木

うるま市学力向上推進協議会総会

金 学校訪問（当初訪問：津堅小中学校） 金 金

教職員評価システム校長面談（予備）

土 土 土

日 日 日

月 月 月

火 学校訪問（当初訪問：高江洲中） 火 火

水 水 水

木 学校訪問（当初訪問：川崎小） 木 木

金 学校訪問（当初訪問：天願小） 金 金

SSW・校内自立支援員研修会③（15:00～）

土 土 土
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